
新型コロナウイルス感染症の
県内発生について

その９

和歌山県福祉保健部技監 野尻 孝子

２０２１年7月2日

コロナ・皆で
乗り切ろう！

～第四波の状況、その他～
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直近の感染状況

令和３年７月１日現在



第四波
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入院患者数

新規発表

累積患者数（右軸）

和歌山県内の新型コロナウイルス感染症 感染動向の推移

第一波 第二波 第三波

【第一波】
入院患者最大29名

【第二波】
入院患者最大50名

感染者が500人を越える
（令和2年12月6日）

【第三波】
入院患者最大149名

１日あたり
感染者数
最大55名
（4月20日）

感染者が1,000人を越える
（令和3年1月25日）

令和３年７月１日
発表分まで

入院患者最大
385名

4月25日

感染者が1,500人を越える
（令和3年4月10日）

感染者が2,000人を越える
（令和3年4月24日）

7月1日時点
感染者累計：２，６８９名
入院患者数： ２６名

感染者が2,500人を越える
（令和3年5月18日）
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爆発的な感染拡大の指標

県内の感染者数の推移（１週間・人口10万人あたり）

感染者の急増の指標

7/1時点
（公表日ベース）

県全体

1.9
(＋0.1)

0.3 (11/1)

14.1 (1/20)
＜ステージⅢ＞

＜ステージⅣ＞

1.2 (3/14)

0.3  (2/26～27、3/3、 3/8)

30.3
（4/23）

0.6  (6/19)
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第一波 第二波 第三波 第四波

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

県内の年齢別感染者数 （令和３年７月１日発表分まで）
２,６８９名

〇 第一波では感染者の年代は50・60代が中心であったが、第二波では、20代以下の若者が中心となった。

〇 第三波では、全年齢に感染が広がったが、特に高齢者と小児の患者数が増加している。

〇 令和3年3月14日から始まった第四波においても、各年代に感染が広がるとともに、高齢者の割合が高くなっている。

63名 212名 897名

80歳以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10歳未満

70代以上
14.3%

70代以上
7.5%

70代以上
16.8%

10代

1,517名
70代以上
19.6%
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3/14～ 3/21～ 3/28～ 4/4～ 4/11～ 4/18～ 4/25～ 5/2～ 5/9～ 5/16～ 5/23～ 5/30～ 6/6～ 6/13～ 6/20～ 6/27～

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

県内の第四波の週別年齢別感染者数

80歳
以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10歳
未満

10代

25名 47名 92名 185名 213名 276名172名

（７月１日発表分まで）
第四波 １，５１７名

160名129名 89名 52名 23名 16名 6名 15名 17名
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変異株ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査陽性者の発生状況（週次）
（令和３年７月１日発表分まで）

※ＰＣＲ陽性判明後に別途変異株スクリーニング検査を行った件数。ただし、4月5日以降は家族等は全例の変異株検査を行っていない。
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3/14～ 3/21～ 3/28～ 4/4～ 4/11～ 4/18～ 4/25～ 5/2～ 5/9～ 5/16～ 5/23～ 5/30～ 6/6～ 6/13～ 6/20～ 6/27～

変異株 従来株 不明 変異株の割合（右軸）

3/14～ 3/21～ 3/28～ 4/4～ 4/11～ 4/18～ 4/25～ 5/2～ 5/9～ 5/16～ 5/23～ 5/30～ 6/6～ 6/13～ 6/20～ 6/27～

新規変異株判定数 11 28 55 76 96 110 91 75 95 62 40 12 15 2 11 8

累積変異株判定数 11 39 94 170 266 376 467 542 637 699 739 751 766 768 779 787

※県外計上者を除く。

変異株 787 68.5%

従来株 316 27.5%

不明 46 4.0%

合計 1,149

陽性者 1,517 75.7%

第四波の変異株ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査件数
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本県の酸素投与必要な重症者数の推移
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重症者数

第一波 第二波 第三波

【第三波】
重症者数最大17名
（1/24,27,28）

【第二波】
重症者数最大５名
（8/8,12）

【第一波】
重症者数最大４名
（4/17,18）

重症者数最大56名
重傷者割合

14.8％ （4/23）
16.7％ （4/28）
17.8％ （4/30）※ 本県において、重症には酸素投与を含む。

令和３年７月１日現在

第四波

7月1日時点 １名
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対現在確保病床 対最大確保病床

病床利用率の推移

1/10

47.1%

1/22

37.3%

%

爆発的な感染拡大の指標
（対最大確保病床）

ステージⅣ

感染者の急増の指標
（対最大確保病床）

ステージⅢ

4/25

96.3%
4/25

96.3%

7/1

6.5%

確保病床数

330床272床230床200床150床

※令和３年４月20日から確保病床数と最大確保病床数が一致。
※最大確保病床は、令和３年４月25日までは400床、４月26日～29日は420床、４月30日～５月10日は440床、
５月11日～6月20日は470床、6月21日以降は400床。

270床 330床 440床365床 470床 400床
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第四波の状況
（令和3年3月１４日～５月３１日）
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10

感染経路等



第4波の感染状況 （3/14~５/31公表分）n=1446例

※県外で計上された数は除く

〇 年代別では、４０代が最も多く、４０代以下で半数を占めている。７０代以上の高齢者は約２３％と
なっている。

〇 保健所別では、和歌山市が最も多く、約半数を占めている。次いで、岩出、橋本、田辺、海南となっ
ている。なお、人口当たりでは、和歌山市が最も多く、次いで橋本、岩出、海南となっている。

① 年代別

10歳未満, 
43, 3%

10代, 140, 10%

20代, 
199, 14%

30代, 
132, 9%

40代, 
231, 16%

50代, 214, 
15%

60代, 
191, 13%

70代, 
162, 11%

80代, 
100, 7%

90代以上, 
34, 2%

10歳未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代以上

② 保健所別

和歌山市, 764, 
53%

橋本, 162, 11%

岩出, 169, 12%

海南, 71, 
5%

湯浅, 31, 
2%

御坊, 66, 
5%

田辺, 109, 7%

新宮（串本）, 8, 
0%

県外, 66, 
5%

和歌山市

橋本

岩出

海南

湯浅

御坊

田辺

新宮（串本）

県外
11



感染者の感染経路

〇 本県では、第一波の2020年2月に院内感染で始まり、3月から県外の持ち込みが多くなり、第二波の2020年7月
は県外からの持ち込みが感染経路として最も多くなった。

〇 第三波の始まった11月以降では、家族内感染や以前として、県外からの持ち込みが多い。
〇 １月には、帰省等の影響により、県外からの持ち込みが家族内感染となり感染者数が増加した。
〇 第四波は2021年3月14日から始まり、4月に感染者数が急増した。4月、５月の感染経路は共に、家族内感染に

次いで感染経路不明が増加した。

※県外で計上された数は除く
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不明 合計

感染経路（原因不明の割合）

〇 第三波の始まった11月以降から、徐々に感染経路不明の割合が高くなっている。12月から5月にかけて
感染経路不明の割合は高いまま経過しており、5月は23.9％と過去最高となった。

7.7％ 12.5％

7.1％ 10.4％

3.0％

13.6％
19.5％

18.1％

18.5％

14.0％

※県外で計上された数は除く

19.4％

7.3％

23.9％
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14

〇 第四波が始まった３月14日から5月31日までの県内感染者のうち感染源不明を除いて推定される感染の機会を
見た。

〇 家族等と同居生活をしている場合が最も多く、次いで会話、飲食、医療・介護、カラオケと続いた。
〇 従って、家族（同居）内で共有する空間・場所・物を介する感染予防と飲食時の感染予防に最も注意する必要

がある。また、屋内でのマスク着用、ディスタンスの保持・３密の回避、換気が重要である。

感染者の推定される感染機会（3/14~5/31公表分）n=1147例（感染源不明299例を除く）

※県外で計上された数は除く

共同生活, 439, 
38%

会話, 218, 
19%

飲食, 117, 
10%

医療・介護, 85, 
7%

カラオケ関係, 
79, 7%

運動関係, 
33, 3%

密な空間, 
17, 2%

学校, 8, 
1%

ドライブ等, 
5, 0%

その他, 146, 
13%

共同生活

会話

飲食

医療・介護

カラオケ関係

運動関係

密な空間

学校

ドライブ等

その他 14



15

※県外で計上された数は除く

③ 都道府県別
推定感染経路
「県外」20４例

大阪, 150, 74%

東京, 
10, 5%

京都, 10, 
5%

兵庫, 
8, 4%

奈良, 8, 
4%

その他（国内）, 17, 
8%

海外, 1, 0%

大阪

東京

京都

兵庫

奈良

その他（国内）

海外

感染者の推定される感染経路（3/14~5/31公表分）n=1147例（感染源不明299例を除く）

〇 県外に行かれて感染したまたは、県外の人との接触による感染と推定される者は204例で、全体
の約１８％であった。

〇 都道府県別にみると、大阪が最も多く、１５０例で県外例の約７4％を占めている。 次いで、東
京、京都であり、関西圏が約9割を占めている。また、海外は1例あった。
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感染性



濃厚接触者等の感染状況 （令和３年５月３１日時点）

当
初
判
明
者

関
連
判
明
者

主な
クラスター

・
件数

※当初判明者の発表日により分類

他 他

・ 病院
・ 学校

・ デイサービス
・ ダイニングバー

・ 販売イベント
・ 病院
・ 高齢者施設

計３件 計２０件計４件

・ カラオケ
・ 飲食会

計３１件

第一波 第二波 第三波

２７名
（県外カウント１名を含む）

３７名（うち同居１９名）

１．３７
（同居０．７０ 他０．６７）

他

８８名
（県外カウント２名を含む）

１２７名（うち同居５１名）

１．４４
（同居０．５８ 他０．８６）

３４８名
（県外カウント１５名を含む）

５６３名（うち同居１８８名）

１．６２
（同居０．５４ 他１．０８）

５４１名
（県外カウント３０名を含む）

９３５名（うち同居３８８名）

１．７２
（同居０．７１ 他１．０１）

第四波

同
居

同
居

他 同
居

他 同
居

他
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（人）

新型コロナウイルス感染者の曝露を受けてからの発症日（推定）

注）同居家族内感染は除く

1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後 8日後 9日後 10日後 11日後 12日後 13日後 14日後

33 61 117 135 97 53 52 27 24 22 11 8 6 7

第四波 10 17 32 54 36 21 16 12 11 9 5 4 5 4

第三波 19 36 65 65 52 27 21 9 10 8 6 3 1 1

第二波 3 7 14 13 8 3 14 6 2 3 0 1 0 1

第一波 1 1 6 3 1 2 1 0 1 2 0 0 0 1

0

20

40

60

80

100

120

140

第一波 第二波 第三波 第四波

最大値 14

平均値 5.0

中央値 4.0

最頻値 4

最小値 1

〇 新型コロナウイルス感染症の患者が曝露後何日後に発症しているかをみた。曝露が推定された対象者653人についてみると、曝露４
日後が最も多く、中央値４日後、平均値5日後であった。最小は曝露１日後であり、最大は曝露14日後であった。
84％は曝露後7日後以内であり、ほとんどは曝露10日後以内であった。なお、同居家族は曝露日の特定ができないことから対象から
除外している。発症は時間単位での特定はできていない。発症＝発熱としていない。

〇 曝露11日後以降が第三波で11人、第四波では18人いた。
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（件）

注）１人が１日に複数名に感染させたと考えられる場合は、１件としてカウント

新型コロナウイルス感染者が他者に感染させたと推定されるタイミング（推定）

４日前 ３日前 ２日前 １日前
発症

当日
１日後 ２日後 ３日後 ４日後 ５日後 ６日後 ７日後 ８日後 ９日後

10日

後

8 28 41 64 71 23 11 7 6 1 0 2 0 2 1

第四波 5 10 21 26 30 9 3 4 2 0 0 1 0 0 0

第三波 3 15 14 31 33 8 6 3 1 1 0 0 0 2 0

第二波 0 3 4 6 7 5 2 0 1 0 0 0 0 0 0

第一波 0 0 2 1 1 1 0 0 2 0 0 1 0 0 1

0

10

20

30

40

50

60

70

80

第一波 第二波 第三波 第四波

最大値 10

平均値 -0.5

中央値 -1.0

最頻値 0

最小値 -4

〇 新型コロナウイルス感染症の患者265人について発症の何日目に他者に感染させたかをみた。発症当日が最も多く、中央値は発症１
日前で、平均値は0.5日前、最小は発症４日前で、最大は発症10日後となっていた。なお、感染者１人が同日に複数の人に感染さ
せた場合は１件とカウントしている。発症は時間単位での特定はできていない。発症＝発熱としていない。

〇 発症４日前が第三波で３件、第四波では5件あったことから、感染者との接触状況を十分考慮して積極的に検査することが重要。
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症状



症状のあった退院患者の初発症状と経過（全体）

〇 令和3年3月14日から５月31日までの退院患者の初発症状と入院後の症状について見た。
〇 初発症状は、発熱・咳・咽頭痛・倦怠感が多かった。発熱は約４割にあったが、一方、

６割は発熱がないことから注意が必要である。その後の経過中には発熱は約7割に見られた。

73.0%

59.9%

34.3%
32.0%

29.1%

45.6%

18.6%
16.9%

3.1%

14.2%

5.2%

11.6%

20.0% 20.4%

40.1%

25.3%
23.3%

10.2%

13.7%

24.1%

10.1%

2.0%
0.7% 1.4% 1.6%

3.6%
1.6% 1.2%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

発症～退院までの期間 発症当日

※退院患者（R3.3.14～R3.5.31） Ｎ＝1,223
従来株：N＝389
変異株：N＝765
判定不能：N＝69

※従来株・変異株には、
関連性により従来株又は変異株と推定される者を含む。
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33.7%

24.9%

20.1%
11.6%

9.0%

18.3%

6.7%
2.8%

0.5% 1.0% 1.0% 3.1%

2.3% 2.6%

42.7%

25.4%
25.0%

9.7%

16.3%

27.2%

12.4%

1.6%
0.9% 1.6% 1.6% 3.5%

1.4% 0.7%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

従来株 変異株

株別 退院患者の初発症状

〇 退院された感染者の初発症状について、変異株の感染者は、従来株より、発熱、咳、咽頭痛
全身倦怠感、頭痛、関節筋肉痛が多く見られた。また、下痢、食欲低下、嘔気・嘔吐も
多かった。一方、嗅覚異常は、従来株の方が多かった。

※退院患者（R3.3.14～R3.5.31）
従来株：N＝389
変異株：N＝765
※関連性により従来株又は変異株と推定される者を含む。
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65.3%

56.6%

29.3%
30.3%

20.1%

41.4%

13.9%

17.0%

1.8%

12.6%

3.3%

10.3%

22.9% 23.4%

77.0%

61.8%

36.7% 33.2%
34.2%

48.1%

21.8%

16.5%

3.8%

15.3%

5.9%

12.3%
19.2% 20.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

従来株 変異株

株別 退院患者の発症～退院までの症状

〇 退院された感染者の発症から退院までの症状について、変異株の感染者は、従来株より、発熱
咳、咽頭痛、全身倦怠感、頭痛、関節筋肉痛等が多く見られた。胸痛、食欲低下、下痢も
多かった。一方、味覚・嗅覚異常は、ほぼ同じであった。

※退院患者（R3.3.14～R3.5.31）
従来株：N＝389
変異株：N＝765
※関連性により従来株又は変異株と推定される者を含む。
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新型コロナウイルス感染者の最高体温
※退院患者（R3.3.14～R3.5.31）N=1293

〇 陽性判明時には、発熱が無い人が60.6％であり、微熱の人も入れると76.5％であった。
〇 経過中には、症状が出て発熱する人が増えたが、37.5度以上は50.6%で、38度以上は35.3%

であった。また、入院中も含め、発熱がない人は30.2%であった。

（無症状）

5.4％

70

（無症状）

29.6％

383

（発熱以外の症状あり）

25.5％

330

（発熱以外の症状あり）

32.5％

420

18.4％

238

14.4％

186

15.3％

198

9.2％

119

26.7％

345

10.6％

137

7.6％

98

2.9％

37

0.9%

12

0.2%

2

0.2%

2

0.7%

9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

陽性判明時

～

退院まで

陽性判明時

■発熱なし ■微熱
■37.5
～

37.９℃

■38.0
～

38.9℃

■39.0～
39.4℃

■40.0℃
～

■不明

30.9% 400

62.1% 803
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重症度



当初症状 合計 乳児 幼児 10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上

70 1 4 5 12 9 5 11 7 5 8 3

161 6 8 39 21 18 21 13 15 16 3 1

152 2 8 11 30 22 26 22 23 8

31 1 1 5 8 11 5

5 1 2 2

6 2 2 2

383 1 10 13 53 38 34 62 42 46 46 29 9 0

450 3 5 7 67 107 47 72 60 45 22 10 5

460 8 34 34 74 87 87 76 45 13 2

165 1 5 16 24 28 52 26 11 2

17 1 2 3 8 3

20 1 3 6 10

910 3 5 7 75 141 81 146 147 132 98 55 18 2

1293 4 15 20 128 179 115 208 189 178 144 84 27 2合計

死亡

死亡

有症状

軽症

肺炎
重症（酸素投与）

重症（ICU）

入院後症状

無症状

無症状

軽症

肺炎
重症（酸素投与）

重症（ICU）

〇 陽性判明時無症状であった383人のうち、退院まで無症状のままであった者は70人（約18.3 %）で
あり、肺炎以上の重症度となったのは152人（約39.7%）であった。※退院患者（R3.3.14～5.31）

〇 全経過で、無症状5.4％、軽症47.3％、肺炎・酸素不要32.2％、肺炎・酸素必要15.2%であった。
ＩＣＵ入室者は1.7％、致死率は2.0％であった。高齢者で積極的な治療を希望されない場合は、ＩＣ
Ｕに入室せずに治療がされているため、国基準の重症者は少なくなっていると思われる。

退院患者の陽性判明時症状と入院後症状（n＝1,293）
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年代別 肺炎患者の症状経過（ｎ＝612)
※退院患者（R3.3.14～R3.5.31）

47.3%

7.8%

23.5%

39.1%

50.0%

57.7%

63.5%
68.1%

81.0%
77.8%

100.0%

15.2%

0.6%

4.3%
8.2%

13.2%

18.5%

41.7%
44.0%

59.3%

100.0%

1.7% 0.9% 1.1%

2.2%
6.9%

6.0%2.0%

0.6%
3.5%

9.5%

44.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

合計 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上

肺炎 酸素投与 ICU 死亡

入院後症状 合計 乳児 幼児
10歳未
満

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代
100歳
以上

肺炎

612 10 42 45 104 109 113 98 68 21 2

重症（酸素投与） 196 1 5 17 25 33 60 37 16 2

重症（ICU） 22 1 2 4 10 5

死亡 26 1 5 8 12
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肺炎患者と酸素投与患者の年代別割合
※退院患者（R3.3.14～R3.5.31）

〇 肺炎を併発した陽性者は、全年齢のうち４０歳以上で約８4％を占めていた。６０代が最
も多かった。１０代以下は肺炎の併発も極めて少ない。

〇 そのうち、酸素投与が必要な者は、ほとんどが４０歳以上であった。３０代以下では、酸
素投与が必要な者は少ない。

28

10代 1.6%

20代 6.9%

30代

7.4%

40代

17.0%

50代

17.8%

60代

18.5%

70代

16.0%

80代

11.1%

90代

3.4%

100歳以上

0.3%

肺炎患者の年代別割合
N=612

20代

0.5%

30代

2.6%

40代

8.7%

50代

12.8%

60代

16.8%
70代

30.6%

80代

18.9%

90代

8.2%

100歳以上

1.0%

酸素投与患者の年代別割合
N＝196



新型コロナウイルス感染者の経過（n＝1,293）
※退院患者（R3.3.14～R3.5.31）

〇 新型コロナウイルス感染症で入院し、退院した患者1,293名（R3.3.14～5.31）の経過からみると、
全経過で、無症状5.4％、軽症47.3％、肺炎・酸素不要32.2％、肺炎・酸素必要15.2%であった。
ＩＣＵ入室者は1.7％、致死率は2.0％であった。高齢者で積極的な治療を希望されない場合は、ＩＣ
Ｕに入室せずに治療がされているため、国基準の重症者は少なくなっていると思われる。
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ICU 死亡

人数 1293 70 611 612 416 196 22 26

％ 100.0% 5.4% 47.3% 47.3% 32.2% 15.2% 1.7% 2.0%

全体 無症状 軽症 肺炎 酸素

あり

酸素

なし
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アルファ変異株と従来株の比較



変異株と従来株の年齢構成の比較

①変異株
（令和３年３月14日に発表し、５月31日までに退院（死亡含む）
陽性者のうち、変異株ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査で変異株と判定された

658名の内訳）

②従来株
（令和３年３月14日に発表し、５月31日までに退院（死亡含む）
した陽性者のうち、従来株と判定された者及び関連の陽性者

合計423名の内訳）

10歳未満, 13, 
2%

10代, 82名, 12%

20代, 

121名,
18%

30代, 70名, 11%
40代, 113名, 

17%

50代, 92名, 14%

60代, 76名, 12%

70代, 51名, 8%

80歳以上, 40名, 6%

658名

10歳未満, 16, 
4%

10代, 25名, 6%

20代, 

36名,
8%

30代, 

28名, 7%

40代, 61名, 
14%

50代, 66名, 16%

60代, 72名, 17%

70代, 73名, 17%

80歳以上, 46名, 11%

423名
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3.6%

14.7%

25.0%

39.5%

54.9%
60.2% 63.9% 66.7%

36.4%

0.8% 1.9%
5.8%

20.3%

36.1%
40.2%

9.3%
1.6% 1.2%

17.2%

1.6%
0%

10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

肺炎罹患率 酸素投与率 致死率

6.0%

23.5%

39.1%

50.0%
57.7%

63.5%
68.1%

80.5%

47.3%

0.6%
4.3%

8.2%
13.2%

18.5%

41.7%
48.7%

15.2%

0.6% 3.5%

17.7%

2.0%

0%
10%
20%

30%
40%

50%
60%
70%

80%
90%

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

※令和３年３月14日以後に発表し、５月31日までに退院した陽性者

県内の年代別肺炎併発率等重症割合
①第４波（令和３年３月１４日～令和３年５月３１日 ｎ＝１，２９３）

①第１波～第３波の一部（令和２年２月１３日～令和３年２月１５日 ｎ＝１１５１）

県内カウントのみ
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7.4%

28.1%

47.1%
54.9%

63.0%
69.7%

78.4%

95.0%

49.4%

0.8% 4.3%

14.2% 16.3%

23.7%

60.8%

72.5%

17.2%

1.3%
5.9%

25.0%

2.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

変異株と従来株の年代別肺炎併発率等割合の比較

2.4%

13.9%

25.0%

37.7%

53.0% 52.8%

67.1%
71.7%

45.2%

3.6%
10.6% 11.1%

34.2%
39.1%

13.9%

2.7%

15.2%

2.1%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上 計

肺炎罹患率 酸素投与率 致死率

①変異株（令和３年３月14日以後に発表し、５月31日までに退院（死亡含む）した陽性者のうち、変異株スクリーニング検査陽性

と判定された658名を対象）

②従来株（令和３年３月14日以後に発表し、５月31日までに退院（死亡含む）した陽性者のうち、従来株と判定された者

及び関連の陽性者合計423名を対象）

※資料の精査等により、以前の公表から数値が変動している場合があります。33



3%

6%

3%

4%

4%

4%

5%

13%

5%

17%

26%

34%

39%

46%

57%

72%

80%

47%

32%

26%

45%

44%

42%

35%

23%

7%

32%

27%

33%

16%

12%

8%

3%

1%

12%

2%

3%

1%

1%

1%

3%
3%

1%

1%

1%

18%

3%
1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(74名）80歳以上(113名）

(77名）70代(144名）

(106名）60代(178名）

(128名）50代(189名）

(128名）40代(208名）

(103名）30代(115名）

(173名）20代(179名）

(108名）20歳未満(167名）

(897名）全世代(1293名）

感染者の重症度 （三波 897人、 四波（5/31までの退院者）1,293人）

○ 第四波では、第三波に比べて全ての年代において肺炎以上の割合が大きい。
○ どちらも、高齢になるほど肺炎以上の割合が増えており、特に80歳以上では、酸素投与やICU管理が必要となる重
症者や死亡者の割合が４割を超えていることは留意するべきである。

第三波 第四波

8%

3%

5%

3%

3%

7%

8%

17%

7%

24%

31%

35%

46%

60%

69%

79%

81%

57%

26%

30%

41%

46%

36%

23%

13%

3%

27%

20%

32%

12%

5%

1%

1%

7%

3%

1%

7%

1%

1%

1%

3%

0%

18%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無症状 軽症 肺炎 酸素投与
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型別 感染者の重症度 （令和３年５月31日退院分まで）

○ 変異株では、従来株に比べて、全ての年代で肺炎以上の割合が高くなり、酸素投与が必要な者が多い。
○ 特に、70代以上では酸素投与以上の割合が高くなっており、注意が必要であるとともに、若い年代でも肺炎で酸素
投与が必要な者がいることに留意する。

変異株 従来株（推定含む）

4%

8%

6%

6%

8%

11%

11%

12%

8%

24%

25%

42%

41%

54%

64%

75%

85%

47%

33%

33%

42%

42%

38%

21%

14%

2%

31%

17%

25%

10%

11%

4%

10%

4%

4%

1%

2%
3%

1%

1%

15%

3%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(40名）80歳以上(46名）

(51名）70代(73名）

(76名）60代(72名）

(92名）50代(66名）

(113名）40代(61名）

(70名）30代(28名）

(121名）20代(36名）

(95名）20歳未満(41名）

(658名）全世代(423名）

2%

3%

2%

8%

2%

5%

20%

30%

37%

42%

53%

70%

84%

48%

23%

18%

46%

47%

41%

43%

27%

7%

32%

45%

49%

21%

16%

14%

4%

1%

14%

3%

2%

1%

0%

4%

0%

25%

6%

1%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無症状 軽症 肺炎 酸素投与
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（人）

型別 新型コロナウイルス感染者の曝露を受けてからの発症日

〇 変異株も従来株も曝露を受けてからの発症日は、４日後が最も多く、大きな差はなかった。
〇 変異株の方が曝露後７日以内に発症する者が従来株よりやや多かった。

注）同居家族内感染は除く

4

10

22

30

23

12

5
3

8
6

3 2 1 1

0

10

20

30

40

1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後 8日後 9日後 10日後 11日後 12日後 13日後 14日後

5 6
9

22

11
9

11
8

3 3 2 2
4 3

0

10

20

30

40

1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後 8日後 9日後 10日後 11日後 12日後 13日後 14日後

①変異株（第四波陽性者のうち、スクリーニングにより変異株と判定されたまたはその関連者）

②従来株（第四波陽性者のうち、スクリーニングにより従来株と判定されたまたはその関連者）

（人）

最大値 14

平均値 5.2

中央値 4.0

最頻値 4

最小値 1

最大値 14

平均値 5.9

中央値 5.0

最頻値 4

最小値 1

Ｎ＝130

Ｎ＝98
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（件）

注）１人が１日に複数名に感染させたと考えられる場合は、１件としてカウント

型別 新型コロナウイルス感染者が他者に感染させたと推定されるタイミング
〇 変異株と従来株では、他者に感染させたと推定される日に違いはなく、発症当日が最も多く、発症２日前までが多かった。
〇 発症３日前や４日前に感染させたと思われる事例があるため、感染者との接触状況を考慮して検査を行う必要がある。

2
4

10

15
17

7

2
3

1
0 0

1

0

5

10

15

20

4日前 3日前 2日前 1日前 当日 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後

3
5

11
12

14

2
1 1 1

0 0 0
0

5

10

15

20

4日前 3日前 2日前 1日前 当日 1日後 2日後 3日後 4日後 5日後 6日後 7日後（件）

最大値 7

平均値 -0.4

中央値 -0.5

最頻値 0

最小値 -4

最大値 4

平均値 -1.0

中央値 -1.0

最頻値 0

最小値 -4

①変異株（第四波陽性者のうち、スクリーニングにより変異株と判定されたまたはその関連者）

②従来株（第四波陽性者のうち、スクリーニングにより従来株と判定されたまたはその関連者）

Ｎ＝62

Ｎ＝50
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第４波の濃厚接触者等の感染状況（変異株と従来株の比較）（令和3年５月３１日時点）

※5/31時点で変異株、従来株が判明しているものを対象

当
初
判
明
者

関
連
判
明
者

他

他

３１３名
（県外カウント１７名を含む）

５９５名（うち同居２６２名）
１．９０

（同居０．８４ 他１．０６）

同
居

１３８名
（県外カウント３名を含む）

３１７名（うち同居１１４名）
２．３０

（同居０．８３ 他１．４７）

変異株 従来株

同
居

他他

〇 当初判明者一人から接触者等で何人が陽性とわかったかをみた。同居家族では、わずかに変異株の方
が多いが、全体としては従来株の方が多くなった。これは、本県でも変異株に置き換わっているが、
従来株のクラスターが多発したことによると考える。

ス
ナ
ッ
ク

① バ
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会
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者
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①
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③
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死亡



n=49

n=49

n=49

5

6

14

9

5

3

2

1

1

2

1

0 2 4 6 8 10 12 14 16

5日未満

5日～9日

10日～14日

15日～19日

20日～24日

25日～29日

30日～34日

35日～39日

40日～44日

45日～49日

50日以上

（日）

死亡者の入院日数

自宅での死亡：１人
平均入院日数：１８日
１波：２０日
２波：１１日
３波：１５日
４波：２０日

5

6

8

9

10

11

14

16

23

0 5 10 15 20 25

高脂血症

腎疾患

脳血管疾患

心疾患

がん

肺疾患

糖尿病

認知症

高血圧

死亡者の主な基礎疾患

（人）

6% 2%

29%

63%

１波～４波別死亡割合

１波

２波

３波

４波

8%

14%

53%

25%

年代別死亡割合

60代

70代

80代

90代

従来
18%

変異
45%

不明
37%

変異株の割合

男性
55%

女性
45%

男女別死亡割合

n=49

死亡された方の状況 令和３年６月３０日現在
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クラスター
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クラスター発生数 概要

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

2 4 7 8 10 11 12 1 2 3 4 5

15

10

9

9

8

7飲食

高齢者・福祉

院内

職場

カラオケ

その他

32

8

6

5

4
2 1

和歌山市

橋本

岩出

田辺

御坊

海南

湯浅

１．種類別発生数 ２．保健所別発生数

３．月別発生数

R2 R3

第1波 第2波
第3波

第4波

※横列：月、縦列：発生件数

従来株
変異株

〇 発生したクラスターの種別は、飲食関係が最も多く、次いで、高齢者福祉関係、病院であった。
〇 保健所別にみると、和歌山市が最も多く半数以上で、次いで、橋本、岩出、田辺の順であった。
〇 第四波が３１件と最も多く、次いで第三波２０件、第二波４件、第一波３件であった。
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クラスター発生数 概要

４．種類ごと月別発生数

0 5

5

4

3

2

1

12

11
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8

7

4

2

飲食

0 5

5
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2

1

12

11
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8

7

4

2

高齢者・福祉

0 5

5

4

3

2

1

12

11

10

8

7

4

2

院内

0 5

5

4

3

2

1

12

11

10

8

7

4

2

職場

0 5 10

5

4

3

2

1

12

11

10

8

7

4

2
カラオケ

0 5

5

4

3

2

1

12

11

10

8

7

4

2

その他

従来株

変異株 変異株

従来株

変異株

従来株
変異株

従来株

変異株

従来株

変異株

従来株

５．第4波における規模別発生数

6
4

2 2

13

3 0 1

５～９ 10～14 15～19 20～

※横列：発生件数、縦列：月

※横列：クラスター人数、縦列：件数

変異株検査は
第４波から実施

従来株

変異株

〇 感染が拡大した時期には、飲食、高齢福祉、病院、職場でクラスターが多く発生している。
〇 本県では、4月にカラオケによるクラスターが多発したが、これは従来株によるものであった。
〇 変異株の方が従来株よりクラスターの発生規模がやや大きくなる傾向があった。
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新型コロナウイルスのゲノム解析（県分）

済生会
有田病
院関係

公立学校
関係

国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究センター提供

武漢

※新宿クラスターから伝播

２月武漢３月ヨーロッパ４月首都圏７月東京大阪

令和２年８月２７日現在

ヨーロッパ旅行者
関係

和歌山

ダイニング
バー関係

食堂関係

デイサービ
ス関係

訪問介護・
入浴関係

旅行客
関係

本県の第二波の主流

本県の第一波の主流
首都圏クラスターからの伝播

本県の第一波の始まり

●北海道
●東北
●関東
●北陸・信州
●中部
●関西
●中国・四国
●九州

※図中の濃い横線が県内感染者の
遺伝子解析結果を示す

友人飲食・
宿泊関係
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①済生会有田病院
（湯浅:2月）

武漢

②学校
（岩出:4月）

③デイサービス
（橋本:4月）

⑤訪問介護・入浴サービス
（和歌山市:7月）

⑥ダイニングバー
（田辺:8月）

⑦スナック
（御坊:10月）

⑧居酒屋
（橋本:11月）

⑩カラオケ
（橋本:11月）

⑪会議
（和歌山市:11月）

⑫労務宿舎
（海南:11月）

⑭友人間飲食
（和歌山市:12月）

⑮販売イベント
（岩出:12月）

⑰工場内作業場
（和歌山市:12月）

⑱バー
（和歌山市:1月）

●北海道
●東北
●関東
●北陸・信州
●中部
●関西
●中国・四国
●九州

国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究センター提供

※図中の濃い緑線は本県集団感染者の遺伝子解析結果
を、薄い緑線は本県感染者の遺伝子解析結果を示す。

第1波（2月～4月に発生）
第2波（7月～10月に発生）
第3波（11月～1月に発生）

本県の第1波
の始まり

本県の第2波の主流

本県の第1波の主流
首都圏クラスターからの伝播

本県の第3波の主流

⑯病院
（橋本:12月）

⑨デイサービス
（和歌山市:11月）

⑬大学生間飲食
（和歌山市:12月）

④競輪場
（和歌山市:7月）
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新型コロナウイルスのゲノム解析（主なクラスター）令和3年１月現在



済生会有田病院
（湯浅:R2.2月）

武漢

訪問入浴
（和市:R2.7月）

カラオケ仲間
（橋本:R2.10月）

●北海道

●東北

●関東

●北陸・信州

●中部

●関西

●中国・四国

●九州

国立感染症研究所
病原体ゲノム解析研究センター提供

第1波（R2.2月～4月に発生）
第2波（R2.7月～10月に発生）
第3波（R2.11月～R3.2月に発生）
第4波（R3.3月～5月に発生）

本県の第4波の主流

本県の第1波の主流

本県の第3波の主流

公立学校
（岩出:R2.4月）

競輪場
（和市:R2.7月）

ダイニングバー
（田辺:R2.8月）

本県の第2波前半の主流

スナック
（御坊:R2.10月）

労務宿舎
（海南:R2.11月）

販売イベント
（岩出:R2.12月）

カラオケ喫茶
（和市:R3.4月）

高齢者施設
（和市:R3.1月）

日用品製造業
（海南:R3.1月）

バー
（和市:R3.1月）

スナック
（御坊:R3.4月）
カラオケ喫茶
(御坊:R3.5月)

食事会
（御坊:R3.4月）

保育所
（岩出:R3.2月）

中学部活動
（和市:R3.4月）

高齢者施設
（岩出:R3.4月）

機械工場
（岩出:R3.3月）
グループホーム
(和市:R3.5月)

食事会･バー
（橋本:R3.3月）

グループホーム
（和市:R3.4月）

変異株(アルファ型)

本県の第2波後半の主流

新型コロナウイルスのゲノム解析（主なクラスター）
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〇 新型コロナウイルスは変異しやすく、昨年2月に本県でも見られた武漢株は消滅した。４月の首都圏を中心に多発
したクラスターも変異しながら全国に散らばり、クラスターとなっている。第四波のアルファ変異株は、関西を
中心に非常に多くのクラスターを形成し、本県でも多くのクラスターが発生した。

※③

※①

※②

令和３年６月１１日現在



新型コロナウイルスのゲノム解析 ー 従来株の伝播事例
〇 新型コロナウイルスのゲノム解析から見ると、本県で多くの感染者が出たカラオケ関係のクラスターは、関東地

域から感染が持ち込まれ、県内で感染が拡大したことが推定される。したがって、特に、感染が拡大している状
況下では、クラスターを早期に探知し、感染源を探求の上、特定してPCR検査を行い、さらなる感染拡大防止を
図ることが極めて重要である。 ※赤い線でつないだのは本県の感染者

●北海道

●東北

●関東

●北陸・信州

●中部

●関西

●中国・四国

●九州

※①エリア
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508《和,不明》

533《和,ｶﾗｵｹ》

539《和･海,ｶﾗｵｹ》

541《和,不明》

542《和,ｶﾗｵｹ》

568《和,ｶﾗｵｹ》

570《和,不明》

586《和,不明》

587《和,不明》

597《和,県外》

603《和,ｶﾗｵｹ》

604《和,ｶﾗｵｹ》

605《田,不明》

608《和,不明》

615《和,不明》

618《和,不明》

624《和,ﾀｲ料理》

637《和,ｶﾗｵｹ》

641《和,ｶﾗｵｹ》

650《橋,県外》

677《和,不明》

680《和,ｶﾗｵｹ》

838《海,不明》

673《和,県外》

636《和,不明》

556《和,ｶﾗｵｹ》

556《和,ｶﾗｵｹ》
577《和,不明》
659《和,県外》

548《和,県外》

689《湯,不明》

728《岩,不明》

654《和,不明》

548《和,県外》

674《和,不明》
740《海,不明》

740《海,不明》

684《岩,ｶﾗｵｹ》

624《和,ﾀｲ料理》

647《和,不明》

568《和,ｶﾗｵｹ》

544《和,不明》

609《和,県外》

656《和,不明》

712《和,ｽﾅｯｸ》

556《和,ｶﾗｵｹ》

533《和,ｶﾗｵｹ》

新型コロナウイルスのゲノム解析 ー 従来株の伝播事例
〇 本県で多くの感染者が出たカラオケ関係のクラスターを赤字で、その他を黒字で表した。3月末から５月初旬に、

感染源が不明の者も同じウイルスまたは同一系統の感染であったことから市中で感染が拡大したと思われる。
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スナック関係
カラオケ喫茶関係

関東中心の塊から、５本の線で繋がる

関東
東北・関東

関東

関東
関東・不明

※②エリア

新型コロナウイルスのゲノム解析 ー 従来株の伝播事例
〇 第四波の飲食関係のクラスター（従来株）は、関東地域から５つ集団等を経て感染伝播したことがわかった。
〇 この二つのクラスターは同じ地域で約２週間の間隔で発生した。※②の太い赤い線でつないだのは本県の感染者
〇 関東地域でクラスターとなった後、２月初旬→４月下旬から５月上旬に本県に感染が伝播されたものということ

がわかる。したがって、人の流れが止められない中で、感染者の早期発見が重要である。

●北海道

●東北

●関東

●北陸・信州

●中部

●関西

●中国・四国

●九州

※②エリア
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中学部活動
（和市:R3.4月）

高齢者施設
（岩出:R3.4月）

機械工場
（岩出:R3.3月）
グループホーム
(和市:R3.5月)

食事会･バー
（橋本:R3.3月）

グループホーム
（和市:R3.4月）

※③変異株(アルファ型)

新型コロナウイルスのゲノム解析（第四波の変異株クラスター）

●北海道

●東北

●関東

●北陸・信州

●中部

●関西

●中国・四国

●九州

〇 第四波のアルファ変異株は、関西を中心に非常に多くのクラスターを形成し、本県でも多くのクラスターが発生
した。変異株も人から人に伝播する中でわずかながら変異し続けている。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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新型コロナウイルスのゲノム解析（第四波のアルファ変異株クラスター）
〇 第四波のアルファ変異株は、関西を中心に非常に多くのクラスターを形成した。赤い線でこのエリアの感染者を

つなぐとその広がりの大きさがうかがえる。本県の感染者もこのエリアの中心に存在し、さらに別の感染者に急
速に感染拡大した。変異株は従来株より感染拡大のスピードが速いことが考えられることから、感染者の早期発
見と隔離が重要である。

●北海道

●東北

●関東

●北陸・信州

●中部

●関西

●中国・四国

●九州

Ａエリア
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487《和･岩,不明》
488《和,不明》
493《和･岩,不明》
503《和,不明》
510《和,県外》
521《湯,県外》
552《海･岩,不明》
563《和,不明》
573《田,県外》
579《和,県外》
675《橋,不明》
694《岩,県外》
801《和,不明》
807《和･橋,不明》
834《和,福祉施設》
853《和,県外》

515《岩,県外》
520《橋,県外》
564《湯,県外》
572《橋,不明》
685《和,県外》
729《橋,不明》
751《橋,県外》
783《和,不明》
826《橋,県外》

471《橋,県外》
498《橋,不明》
514《橋,不明》
553《橋,不明》

489《岩,県外》
529《橋,不明》
576《岩,福祉施設》
727《岩,不明》

500《海,不明》

562《和,不明》

496《橋,県外》
583《和,不明》

569《海,不明》

619《和,県外》

594《和,不明》
620《海,不明》
630《和,不明》

860《和･海･岩,不明》
904《和,不明》

668《橋,県外》

633《和,不明》

744《海,不明》

490《橋,不明》

759《和,不明》

629《和,県外》
683《和,不明》

772《和,県外》
676《和,不明》
696《和,不明》

811《岩,医療機関》

632《和,不明》
748《和･岩,不明》
786《和,不明》

695《和,県外》

910《和,不明》

790《和,県外》

3月･機械工場

4月･高齢者施設

4月･病院

凡例
赤＝3月発生
緑＝4月発生
青＝5月発生

5月･高齢者施設

697《和,不明》

526《和,不明》
543《橋,県外》
545《橋,県外》
547《和,県外》
591《和,県外》
596《御,県外》
606《和･湯,不明》
612《岩,県外》
662《御,不明》
704《橋,不明》
724《和,不明》
726《橋,県外》
782《和.県外》
815《和,不明》
818《和,不明》
828《岩,県外》
854《橋,県外》

730《和,不明》

799《和,不明》

831《和,県外》
870《和,その他》 915《和,不明》

827《岩,不明》

832《和,県外》
869《和,県外》

858《橋,県外》

3月･飲食店①

4塩基差

903《和,県外》

480《和,県外》
535《橋,県外》

567《橋,県外》

582《和,県外》

585《田,不明》

642《田,不明》
645《田,不明》

667《和,県外》
710《和,福祉施設》
784《橋,県外》
789《海,不明》

4月･高齢者施設593《和,ｶﾗｵｹ》

600《橋,県外》

607《和,不明》
702《和･橋,不明》
734《和,不明》
739《和,不明》
806《和,ｶﾗｵｹ》

708《和,不明》

881《和,不明》

851《和,不明》

850《橋,県外》

830《和,不明》
825《橋,県外》

843《橋,県外》

835《橋,県外》

7塩基差
4月･県外病院

804《橋,県外》

743《橋,不明》
932《和,不明》

788《橋,県外》
737《和,県外》

768《和,県外》 866《湯,不明》

682《和,県外》

718《岩,不明》

475《御,不明》

471《橋･岩,県外》
3月･飲食店②

504《岩,県外》
702《和･橋,不明》
734《和,不明》
739《和,不明》

550《和,不明》

598《和,不明》
631《和,不明》

515～598：8塩基差

787《御,県外》
880《和,不明》 933《和,県外》

820《和,県外》
894《橋,県外》

554《岩,県外》

653《和,岩,御,不明》
4月･部活動

652《和,県外》
841《和,不明》

848《岩,県外》

934《和･橋,不明》
5月･化学工場

721《和,県外》 935《和,県外》

501《岩,県外》
509《橋,県外》

658《和･湯,不明》

749《海,不明》

512《橋,県外》
530《岩,不明》
589《田,県外》
616《橋,不明》
824《岩,不明》
877《新,不明》

722《和,不明》
753《和･湯,不明》
778《海･湯,不明》
859《和,不明》
936《和,不明》

924《和,不明》

566《和,県外》

817《和,不明》 511《橋,県外》

871《和,県外》
534《橋,県外》

2塩基差

4塩基差

703《橋,県外》

792《橋,県外》

837《橋,不明》

840《和,県外》

907《和,県外》

515～762･837･840
･907：2塩基差

785《橋,県外》

810《橋,県外》

2塩基差

762《湯,県外》

515～613･878：3塩基差

613《和,県外》

878《和,県外》

623《橋,不明》

640《和,県外》

526～623･640：3塩基差

649《岩,県外》

716《橋,県外》
706《橋,不明》
780《和,不明》

802《和,県外》

717《橋,県外》

4月･病院

第四波のアルファ変異株の伝播事例

52



53

受診・診断



令和3年４月、５月中の新規感染者の発症から受診までの日数
（当初判明者分）

無症状者、県外カウント除く

49

104

63

36

15

7
14

8
1 1

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

0日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 10日11日

中央値：1.0日
平均値：2.0日

３１人
（10.4％）

無症状者、県外カウント除く

〇 発症から医療機関受診までの日数を見ると、発症後１日が最も多く、最大１１日であった。
〇 発症後５日以降の受診者は、４月では３１人（10.4％）であったが、５月では２９人（18..4%）となった。

感染者の治療および感染拡大防止の観点からも早期受診が望まれる。
〇 受診が遅い人の特徴としては、高齢者、独居・二人世帯が多かった。また、受診が遅い人は入院後、肺炎があり、

酸素投与が必要になっている人が多い（次ページ参照）。

17

41

34

21

16

5

9 8
5

1 1

0人

10人

20人

30人

40人

50人

0
日

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

9
日

1
0
日

1
1
日

中央値：2.0日
平均値：2.7日

２９人
（18.4%）

4月 Ｎ＝298 5月 Ｎ＝158
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令和3年４月中の新規感染者のうち発症から受診まで５日以上かかった方
の属性と症状（当初判明者分）

無職 パート 会社員 自営業 医療職 学生

10人 7人 6人 4人 2人 2人

男性 女性

16人 15人

① 性別

③ 年代

② 職業

0人 1人 2人 3人 4人 5人
6人
以上

不明 合計

受診まで5日以上 11人 14人 1人 3人 - 2人 - - 31人

割合 33% 45% 3% 10% 6% 100%

全体 77人 83人 55人 49人 17人 11人 4人 2人 298人

全体に占める割合 26% 28% 18% 16% 6% 4% 1% 1% 100％

④ 同居人数

肺炎像、酸素投与あり（うち1名はICU） 軽症 治癒

21人（20～30代:3名、40～50代:6名、60代以上:12名） 5人 5人

⑤ 入院後の症状

幼児 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計

受診まで5日以上 0人 1人 4人 3人 6人 3人 5人 7人 2人 0人 31人

割合 3％ 13％ 10％ 19％ 10％ 16％ 23％ 6％ 100%

全体 1人 11人 59人 33人 49人 39人 44人 35人 24人 3人 298人

全体に占める割合 0% 4% 20% 11% 16% 13% 15% 12% 8% 1% 100%
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約7割の方が重症に！



令和3年５月中の新規感染者のうち発症から受診まで
５日以上かかった方の属性と症状（当初判明者分）

無職 パート 会社員 自営業

14人 3人 8人 4人

男性 女性

15人 14人

① 性別

③ 年代

② 職業

0人 1人 2人 3人 4人 5人 不明 合計

受診まで5日以上 9人 10人 9人 1人 - - - 29人

全体 36人 45人 38人 27人 9人 3人 1人 160人

全体に占める割合 23% 28% 24% 17% 5% 2% 1% 100％

④ 同居人数

肺炎像、酸素投与あり（うち4名ICU、2名死亡） 軽症

20人（20～30代:1名、40～50代:6名、60代以上:13名） 9人

⑤ 入院後の症状

幼児 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 合計

受診まで5日以上 0人 0人 2人 1人 5人 5人 6人 5人 5人 0人 29人

7% 3% 17% 17% 21% 17% 17% 0% 100%

全体 0人 6人 34人 13人 25人 30人 26人 15人 9人 0人 158人

全体に占める割合 0% 4% 22% 8% 16% 19% 16% 9% 6% 0% 100%
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約7割の方が重症に！
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0日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 9日 10日 11日 13日

発症から受診までの日数 発症から検体採取まで日数

令和3年４月、５月中の新規感染者の発症から受診、検体採取までの日数

（当初判明者分）

〇 受診と検体採取の日数は発症から1日後が最も多い。
〇 発症から受診までの日数が数日後までは、受診した人が検体採取される人より多く、せっかく受診したのに検体採取

に至っていない例があった。日が経つと検体採取される人の方が多くなっている。早期受診した人に対する早期検査が
必要である。4月中の方が５月より早く受診し、検査につながっている人が多い。５月の連休や感染者数が減少した
ことも影響していると考える。
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新型コロナワクチン副反応



①ワクチン2回目接種後の副反応の出現率

副反応あり 副反応なし 計

男性 14人（ 9.5%） 133人（90.5%） 147人（100%）

女性 54人（16.7%） 270人（83.3%） 324人（100%）

〇 県内病院で471人の新型コロナワクチン（ファイザー）を2回接種後の副反応の出現状況をみた。
〇 ここでいう副反応とは、37.5度以上の発熱があった者でかつその他の全身症状が見られた

場合をいう。副反応があった者は全体の14.4％で、女性が男性より有意に多かった。

男性

14人
20.6%

女性

54人
79.4%

副反応あり

男性

133人
33.0%女性

270人
67.0%

副反応なし

68人 403人
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②ワクチン2回目接種後の副反応と抗体価の関係

CoV19S抗体値
250u/ml以上

CoV19S抗体値
250u/ｍl未満

計

副反応あり 66人（97.1%） 2人（2.9%） 68人（100%）

副反応なし 398人（98.8%） 5人（1.2%） 403人（100%）

〇 副反応の有無とＳ抗体値との関係では、関連性は見られなかった。
つまり、 37.5度以上の発熱があった者でかつその他の全身症状が見られた場合と明らか
な副反応がない場合でも、ワクチン接種によって産生されるＳ抗体値に差は見られず、
副反応が無くてもＳ抗体値は、ほとんどが高力価となっている。

250以上

398人
98.8%

250未満

5人
1.2%

副反応なしの場合のS抗体価

250以上

66人
97.1%

250未満

2人
2.9%

副反応ありの場合のS抗体価

68人 403人
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120

20代 30代 40代 50代 60代 70代

副反応あり 副反応なし

③ワクチン2回目接種後の年代別副反応出現状況

（人）

18.8% 14.5%
15.4% 12.8%

9.3% 0.0%

〇 病院の医療従事者が対象のため、若い年代が中心となっている。
〇 このため、新型コロナワクチン接種後の副反応の出現率について、特に20代～50代では

年代による有意な差は見られなかった。
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発熱
全身
倦怠感

頭痛
全身
関節痛

筋肉痛 嘔気・嘔吐 腰痛 不整脈 脱力感
口唇

ヘルペス

68 37 20 19 8 5 1 1 1 1

④副反応の症状

（１）ワクチン2回接種後の副反応（37.5度以上の発熱者でその他の症状があった者）

（２）2回目接種しなかった事例

2回目接種しなかった理由

事例１女性 強度の全身倦怠感あり、恐怖感を感じ、2回目接種せず

事例２女性 接種40分後患側、脱力感・握力低下あり、2回目接種せず

事例３女性 接種後、喉の違和感と息苦しさあり（約2～3時間）、2回目接種せず

※重複あり
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今後



感染動向の推移（東京・大阪・和歌山）1週間・人口10万人当たり

〇 本県の流行の波やピークは、第三波以降は大阪とほぼ同調している。
〇 特に、第四波では、大阪と同じように、変異株等の影響もあり、東京より急激な感染拡大

が起こり、ピークも先に迎えた。ただ、東京では下げ止まりから増加に転じており、また
デルタ型の変異株も徐々に見られることから、今後の動向を注視する必要がある。
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アルファ変異株患者発生状況の推移（国内事例）

厚生労働省 都道府県別の懸念される変異株の事例数（ゲノム解析）（HER-SYS)より引用
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/newpage_00054.html
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※３月9日は3月6日からの発生数

１．令和3年3月6日～令和3年3月30日

２．令和2年12月26日～令和3年3月5日
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デルタ変異株患者発生状況の推移

厚生労働省 都道府県別の懸念される変異株の事例数（ゲノム解析）（HER-SYS)より引用

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/newpage_00054.html

地域別累計数(6/28時点)

関東 136

内)東京 42

中部 40

内)愛知 24

関西 38

内)大阪 18

その他 10

累計 224
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デルタ変異株患者発生状況の推移（国内事例）
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月別平均入院期間の推移

第１波 第２波 第３波 第４波

R2.2.13～6.22 6.23～10.31 11.1～R3.3.13 R3.3.14～5.31

平均入院期間 19.0日 8.9日 8.9日 10.4日

最長入院期間 55日 25日 49日 56日

退院基準
PCR2回陰性確認

退院基準緩和

第１波

高齢者、重症者増加により
入院期間長期化

第２波 第３波 第４波

変異株
PCR2回陰性確認

変異株
退院基準緩和

※5/31時点で退院している方を対象
※県外カウント、入院拒否等、入院中の方を除く
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まとめ

〇 令和３年３月１４日から始まった本県の第四波は,大阪を主とした県外への往来や交流により感染者が急増し
た。これとともに変異株の感染者が急増し、家族や接触者に感染が急拡大したが、6月にはほぼ収束した。

〇 感染の機会としては、家族等の共同生活が最も多く、飲食や会話、カラオケによる事例が多い。また、県外由来と
考えられる事例や感染経路不明者が増加し、クラスターも多発し、一部で市中感染が起こっていたと考えられた。

〇 アルファ（イギリス）変異株は、３月１４日に初めて確認されたが、現時点では従来株から置き換わった。変異株
は、活動の活発な若者から家族や友人等に感染が拡大した。

〇 年代別の肺炎併発率を見ると、変異株では、全年齢で従来株より併発率が高い。特に、20代、３０代、４０代
の若い年代でも肺炎の併発率が高く、また酸素投与が必要な感染者が多いことから注意が必要である。

〇 新型コロナウイルス感染の潜伏期間は1～14日で４日が最も多い。また発症前から発症日に他者に感染させるこ
とが多い。発症３日前に他者に感染させたと推定される事例が全体の１割はいることから、接触者の検査対象と
することが望ましい。潜伏期間や感染期間に変異株による差はなかった。また、初発症状として発熱がない者が６割
いることは注意する必要がある。変異株による症状は従来株より顕著な傾向があった。

〇 若い世代は無症状で経過する人の割合が高い。全経過で無症状のままは約５％で、陽性判明時無症状でもそ
の後約８割は発症し、４割近くは肺炎を併発することから注意が必要である。特に、40代以上では、肺炎を併発
し、酸素投与が必要な者が増えることや80代で致死率が高いことに留意する。

〇 第四波では、クラスターが多発した。飲食関係、高齢者施設、病院関係が多かった。変異株では、クラスターの規模
が大きくなる傾向があったが、感染拡大のスピードが早い変異株では、クラスターの早期探知が極めて重要である。

〇 発症してから受診までの期間が５日以上経っている人が１割から２割いるが、これらの人は高齢者で独居や二人
家族に多い傾向がある。また、受診の遅れは肺炎で酸素投与が必要になる人が多いことに留意する。一方、せっかく
早期受診しても検体採取に至っていない事例が１割以上いることから、早期検査が望まれる。

〇 これまでも本県の感染拡大は、大阪の感染拡大と同調してきた。現在、デルタ株の感染事例は東京を中心にみられ
ており今後、大阪そして本県にも拡大してくることが考えられ、一層の早期発見、早期隔離などが極めて重要である。
また、ワクチン接種による感染拡大防止や重症化予防も期待され、早期に多くの希望者への接種が望ましい。 68


